
教育支援センター

青空ラボ

緩やかなフレームで多様な他者との学び
学校スタイル・時間割等にとらわれない異学年の学びをとおして

「やりたい」を大切にした多様な学び
体験活動・自主学習など自らデザインする主体的な学びをとおして

年齢の近い南九州大学生の支援による学び
社会性の向上や自立に向けた学びを大学生との関わりをとおして

場所
開級日・時間

南九州大学 都城キャンパス ひばり館２階 （その他大学施設）

月・水・金 ９：３０～１１：３０ コミュニケーション活動・体験中心
火・木  ９：３０～１１：３０  自主学習・個人作業

支援スタッフ 教育相談員 大学生ボランティア 大学教員

主な活動内容 コミュニケーション活動 体験活動・学習 運動 自主学習 等

通級方法 保護者送迎が原則（その他の通級方法は学校・施設との相談に応じて）

その他
・児童生徒の実態やニーズに可能な限り応じる多様な学び方
・相談員の専門性を生かした教育相談（児童生徒・保護者）
・保護者同士のつながりを築けるコミュニティの場

学びに向かう力・人間性等の育成

～ 学校へ行きづらさを感じる児童生徒への学びの支援 ～

一人一人がそれぞれに合った
様々な場所で輝けるように

自分の興味・関心に応じて
自分らしく学ぶ

◎活動内容や自主学習などを自分で選択して取り組みます

日常的な活動としては、コミュニケーションを図る活動や工作活動があります。体育館が利用できる日は、
運動することもできます。個別の自主学習も可能です。自主学習をする場合は、学習したい内容の問題集や
タブレットを持参してください。自ら活動や学習を選択したり調整したりする主体的な学びを重視します。

お問い合わせや見学の相談は

「所属の学校」または右の「相談機関」へ

青空ラボでの活動や生活について

◎お互いのことを認め合う生活を目指します

青空ラボでは、服装や所持品、通級時の過ごし方等について、細かいきまりは設定していません。大切にし
たいのは、みんなが安心して過ごせる場所にすることです。お互いのことを認め合い、みんなが安心して過ご
せる場所にするにはどうすればよいかを、一人一人が考えて判断することも大切な学びだと考えています。

◎在籍校の出席として取り扱います

青空ラボでの活動状況を学校とも共有し、在籍校の出席として取り扱います。年度ごとに申請が必要です。

都城市教育支援ｾﾝﾀｰ(教育相談室) ４６－２０８８

都城市教育委員会（学校教育課）２３－２１８６
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